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編 集
人 (2)（男） 7,226発 刊
人 (20)（女） 8,238

八代市鏡支所

世帯

（　　）は前月比

(31)
人

　
最
近

、
不
審
な
市
外
業
者
が
浄
化
槽
や

、

排
水
設
備
の
清
掃
勧
誘
を
し
て
い
ま
す
が

、

通
常
の
使
い
方
を
し
て
い
る
限
り

、
排
水
設

備
が
詰
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

。

　
不
審
な
業
者
に
浄
化
槽
や
排
水
設
備
の
点

検
清
掃
を
勧
め
ら
れ
て
も
必
要
が
な
け
れ
ば

断
り
ま
し
ょ
う

。

★
問
合
せ
先

　
下
水
道
総
務
課

（
３
３

）
４
１
４
７

　
最
近

、
一
般
廃
棄
物

（
ご
み

）
に
関
す
る

苦
情

（
河
川
へ
の
投
げ
捨
て
等

）
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す

。
一
般
廃
棄
物

（
ご
み

）
は

、

方
法
・
場
所
・
期
日
等
を
き
ち
ん
と
守
り
搬

出
し
て
下
さ
い

。

　
な
お

、
搬
出
状
況
が
悪
い
場
合
は

、
回
収

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

、
ご
注
意

く
だ
さ
い

。

　
ま
た

、
不
法
投
棄
は

、
罰
則
及
び
懲
罰
の

対
象
と
な
り
ま
す

。

　
以
上
の
こ
と
を
十
分
に
認
識
さ
れ

、
対
応

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

※
可
燃
ご
み

（
指
定
袋
使
用

）
は

、
午
前
八

時
ま
で
に

、
資
源
ご
み

（
分
別
・
洗
浄
後

）

は

、
各
地
区
で
定
め
ら
れ
た
時
間
ま
で
に
搬

出
し
て
下
さ
い

。

　
搬
出
さ
れ
た
一
般
廃
棄
物

（
ご
み

）
は

、

午
前
八
時
以
降
に
指
定
業
者
が
回
収
い
た
し

ま
す

。

　
な
お

、
当
日
の
搬
出
量
や
天
候
等
の
諸
事

情
に
よ
り
回
収
時
間
は
前
後
い
た
し
ま
す

。

★
問
合
せ
先

鏡
支
所
市
民
環
境
課

（
５
２

）
１
１
１
５

　
四
月
二
十
一
日

（
日

）
に

、

「
鏡
校
区
体

育
協
会
春
季
大
会

（
ゲ
ー

ト
ボ
ー

ル

、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル

）
」

が
鏡
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
鏡
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た

。

　
ゲ
ー

ト
ボ
ー

ル
十
五
支
部

、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ

（
男

）
十
七
支
部

、

（
女

）
十
七
支

部

、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル
三
支
部
の
総
勢
二

百
八
十
四
名
が
参
加
し

、
熱
い
戦
い
を
繰
り

広
げ
ま
し
た

。

　
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す

。

　
ミ
ス
さ
ん
は

、
五
人
兄
妹
の
長
女
と
し
て
松
橋

町
で
生
ま
れ
育
た
れ
ま
し
た

。

　
結
婚
後

、
鏡
町
で
衣
料
品
店
を
営
ま
れ

、
戦
後

は
息
子
さ
ん
の
菓
子
店
を
手
伝
い
な
が
ら
生
活
さ

れ
て
き
ま
し
た

。

　
現
在
体
調
を
崩
さ
れ

、
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

ま
す
が

、
体
調
を
崩
さ
れ
る
前
は

、
趣
味
の
畑
づ

く
り
や
花
の
手
入
れ

、
裁
縫
な
ど
を
楽
し
ま
れ
て

い
た
そ
う
で
す

。

　
ま
た

、
料
理
も
た
い
へ
ん
お
上
手
で

、
よ
く
近

所
の
方
な
ど
に
振
舞
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す

。

　

「
長
寿
の
秘
訣
は

」
と
聞
く
と

「
野
菜
中
心
で

手
づ
く
り
の
料
理
を
好
ん
で
食
べ
て
き
た
か
ら

」

と
明
る
く
お
答
え
に
な
り
ま
し
た

。

　
梅
雨
期
・
台
風
前
に

、
防
災
行
政
無
線

受
信
機
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す

。
受
信

機
の
電
源
ラ
ン
プ
が
常
時

、
緑
色
が
点
灯

し
て
い
ま
す
か
？

　
も
し

、
緑
色

、
赤
色
が
交
互
に
点
滅
し

て
い
れ
ば

、
電
池
が
な
い
状
態
で
す
の
で

停
電
時
に
受
信
で
き
ま
せ
ん

。
お
早
め
に

新
し
い
電
池
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い

。
下

記
に
交
換
方
法
が
あ
り
ま
す

。

　
な
お

、
電
池
交
換
す
る
場
合
は
受
信
機

側
面
の
電
源
ス
イ

ッ
チ
を
切

っ
て
か
ら
電

池
を
交
換
し
て
く
だ
さ
い

。
そ
の
後

、
電

源
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

。

　
防
災
行
政
無
線
は

、
緊
急
放
送
及
び
毎

日
正
午
の
音
楽
チ
ャ
イ
ム
と

、
昼
十
二
時

十
五
分
と
午
後
八
時
に
は
お
知
ら
せ
の
定

時
連
絡
を
必
要
に
応
じ
て
随
時
放
送
し
て

い
ま
す

。

　
万
が
一
の
場
合
に
と
て
も
重
要
な
情
報

機
器
で
す
の
で

、
受
信
状
況
を
チ

ェ
ッ
ク

し
て
い
た
だ
き

、
不
調
の
場
合
な
ど
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い

。
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鏡支所管内の人の動き（4月末現在）

【世帯数】
【人口数】平成25年6月1日発 行 日 (22)

5,648
15,464

★ 対 象 ：

★ 定 員 ：
★ 申 込 締 切 ：
★ 申 込 方 法 ：

★ 申 込 ・ 問 合 せ 先 ： 八代市教育委員会
生涯学習課

　
成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
行
う
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す

。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待

ち
し
て
い
ま
す

。

東陽公民館
0965-30-1110
0965-65-2210

電子メール syogai@city.yatsushiro.lg.jp

※電話は、平日の8時30分～17時15分の受付になります。

八代市に現住所をおく、平成5年4月2日～平成6年4月1日生
まれの新成人及びアイデア、やる気のある20歳代の方。
10名程度
6月14日（金）
住所、氏名、年齢、性別、電話番号を電話か電子メールでお
知らせください。
※電子メールの場合は、題名を「成人式実行委員申込み」と
記入してください。

 

全８回 開催日程  内  容  

会 場 
第１回 ６月 ８日（土） 9:30～ 

開講式 

講座「八代の解放運動のあゆみ」 

第２回 ７月 ６日（土） 10:00～ 講座「子どもの人権」 

第３回 ８月１０日（土） 10:00～ 講座「公正な採用選考について」 

第４回 ９月 ７日（土） 10:00～ 
フィールドワーク（人権同和問題現地研修）  

「現地に学ぶ」 

第５回 １０月 ５日（土） 10:00～ 講座「インターネットと人権」 

第６回 １１月 ２日（土） 10:00～ 講座「障がい者の人権」 

第７回 １２月 ７日（土） 10:00～ 

《人権啓発行事参加プログラム》 

「部落差別をはじめすべての差別をなくす人権子ども 

集会・フェスティバル inやつしろ」 

第８回 １月１１日（土）  9:30～ 
“かたらんね”～人権に関して日々の気づきについて語ろう～ 

閉講式 



○平成２５年6月８日（土）市内3会場で「やつしろ歯の祭典」が行われます。

日にち 時　　間 会　　場　　名

歯科健診・相談やフッ素塗布、子どもの手の模型作製、おやつレシピ紹介など。
６月１日より小学生図画ポスターがゆめタウンに展示され、８日にはやつしろハーモニーホール
で入賞者の表彰があります。

　麻しんは感染力が強く、免疫がないと大人でもかかり、ひどい場合は肺炎や脳炎を引き起こすこともあ
ります。風しんは2～3週間の潜伏期のあと、発熱・発疹・リンパ節のはれなどがありますが、感染しても
はっきりした症状が出ない場合もあります。妊娠初期に風しんにかかると、赤ちゃんの目や耳や心臓に
障がいをきたす場合があります。風しんの予防接種は、以前は女子中学生のみを対象に行われていた
ため、予防接種を受ける機会のなかった成人男性が多く風しんに感染しています。これから初夏にかけ
て、風しんの流行期を迎え、さらに流行が拡大する可能性があります。定期予防接種の年齢が対象の
こどもさんは、早めに麻しん風しん（MR）予防接種を受けさせましょう。また、妊婦の感染を防ぐために、
夫やこどもさん等は、有料で風しんの予防接種を受けることができます（妊娠中はできません）。

６月８日（土）

10：00～15：00 やつしろハーモニーホール

11：00～16：00 ゆめタウン八代

10：00～15：00 八代歯科医師会口腔保健センター

※試験についての問合せは、上記の各団体又は九州安全衛生技術センター（電話：０９４２－４３－３３８１）へ
お願いします。

地域における人権教育及び人権啓発のサポーター育成のために、指導者育成の講座を開講します。家庭や地
域・職場のさまざまな人権問題について学んでみませんか。お待ちしております。!!

●対象者
①講座の受講を希望する方なら誰でも参加できます。
②特に、各地域や各種団体、企業や事業所における人権教育・啓発担当者等にはお勧めです。
●講座内容 （全８回）会場：千丁支所３階研修室 ほか　　　講座時間：２時間程度

※参加費は無料です。（内容・会場等は変更になる場合もあります。）
※希望講座のみの受講も可能です。

●申し込み先：　八代市人権啓発センター（人権政策課・千丁支所３階）
　 （問合せ先） 　電　話　３０－１７１１　ＦＡＸ　４６－１９５０
　※お申し込みは、電話またはＦＡＸにてお名前、住所、電話番号などお知らせ下さい。
　※第1回申込期限　６月６日（木）　（2回目以降は随時受付けます。）

と き
と こ ろ

定 員

受 講 料
申 込 方 法

申 込 締 切

問 合 せ

平成２５年７月８日（月）～１２日（金）１４時～１６時（全５日間）
高田公民館（本野町５０５）℡３４－３０３１
基本的な文書入力や文書の作り方など
市内在住で１８歳以上の人、２０名（申込多数の場合は抽選）
※貸出しパソコンは数に限りがありますので、パソコンはお持ち込みください。
３，５００円（テキスト代含む）
官製ハガキに、住所、氏名、年齢、性別、電話番号、持込まれるパソコンのバージョン（ウィンドウズＸＰ、ビス
タ、セブンなど）を記入し、〒８６６－０８６３八代市西松江城町２―１８八代市代陽公民館（パソコン教室係）
へ
※電話での申込は出来ません。
６月２４日（月）必着
※受講生には講習初日の７日前までに受講票を送付します。抽選の結果、当選されなかった人にも、通知を
行います。
生涯学習課　　℡３０－１１１０　　　　代陽公民館　　℡３１－５５０７

第一種衛生管理者
第二種衛生管理者
潜　　　　水　　　　士

（一社）熊本県労働基準協会
電話：０９６－２４５－７８２１

一級ボイラー技士
二級ボイラー技士

（一社）日本ボイラー協会　熊本支部
電話：０９６－３６２－７７７５

本年度も崇城大学において、次の日程により実施されます。

試験日　平成２５年８月１８日（日）

試験の種類 受験申請書提出先

内容：

 

全８回 開催日程  内  容  

会 場 
第１回 ６月 ８日（土） 9:30～ 

開講式 

講座「八代の解放運動のあゆみ」 

第２回 ７月 ６日（土） 10:00～ 講座「子どもの人権」 

第３回 ８月１０日（土） 10:00～ 講座「公正な採用選考について」 

第４回 ９月 ７日（土） 10:00～ 
フィールドワーク（人権同和問題現地研修）  

「現地に学ぶ」 

第５回 １０月 ５日（土） 10:00～ 講座「インターネットと人権」 

第６回 １１月 ２日（土） 10:00～ 講座「障がい者の人権」 

第７回 １２月 ７日（土） 10:00～ 

《人権啓発行事参加プログラム》 

「部落差別をはじめすべての差別をなくす人権子ども 

集会・フェスティバル inやつしろ」 

第８回 １月１１日（土）  9:30～ 
“かたらんね”～人権に関して日々の気づきについて語ろう～ 

閉講式 


